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■
地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
誕
生

２
・
５
Ｇ
Ｈ
ｚ
帯
の
周
波
数
を
使
用
し
た

広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
（
Ｂ
Ｗ
Ａ
：

Broadband W
ireless A

ccess

）
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
伴
う
制
度
整
備
に
お
い
て
、
地

域
の
公
共
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
地

域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
制
度
（
通
称
＝
地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ

Ｘ
）
が
、
全
国
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
制
度
と
併
せ
て
、

２
０
０
７
年
度
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
の
無
線
局
免
許
は
、
地

域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
デ
ジ
タ
ル
・

デ
ィ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
の
解
消
な
ど
、

地
域
社
会
や
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

前
提
と
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
や
自

治
体
な
ど
へ
交
付
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
は
、
電
波
法
令

の
改
正
で
無
線
方
式
に
こ
れ
ま
で
の
Ｗ
ｉ
Ｍ

「
地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
が
実
現
し
た
広
域
で
の
高
速
通
信

情
報
技
術
で
地
域
へ

最
先
端
の
安
全
・
安
心

少
子
高
齢
化
の
人
材
不
足
の
中
で
も
、
迅
速
な
防
災
情
報
の
提
供
、

高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、
遠
隔
授
業
が
全
国
で
可
能
に
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シ
リ
ー
ズ
地
方
創
生
の
視
点

Ａ
Ｘ
方
式
に
加
え
、
Ａ
Ｘ
Ｇ
Ｐ
方
式
お
よ
び

Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ 

Ｒ
２
・
１
Ａ
Ｅ
方
式
、
い
わ

ゆ
る
高
度
化
サ
ー
ビ
ス
（
超
高
速
通
信
サ
ー

ビ
ス
）も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
改
正
で
は
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
無
線

局
開
設
に
お
い
て
提
供
し
よ
う
と
す
る
地
域

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
市
町
村
と
の
連
携
を

明
確
化
す
る
こ
と
や
、
公
平
な
競
争
環
境
の

維
持
の
観
点
か
ら
参
入
要
件
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

■
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ（
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
）と
は

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
で
利
用
さ
れ
て
い
る
無
線
通

信
技
術
の
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
（W

orldw
ide 

Interoperability for M
icrow

ave 
A

ccess

）
は
、
無
線
通
信
技
術
の
国
際
的

な
標
準
規
格
の
一
つ
で
、高
速
移
動
通
信（
最

高
１
２
０
㎞
／
ｈ
）、
ワ
イ
ド
カ
バ
レ
ッ
ジ

（
１
基
地
局
で
広
域
を
カ
バ
ー
：
モ
バ
イ
ル

利
用
で
半
径
２
～
３
㎞
、
固
定
利
用
で
半
径

５
～
10
㎞
）
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
２
０
１
４
年
の
無
線
方
式
の
高
度
化

に
よ
り
、固
定
光
回
線
並
み
の
高
速
通
信（
下

り
１
１
０
Ｍ
bps
以
上
）
が
実
現
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

Ｂ
Ｗ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、
ビ
ル
屋
上
、
自
立

柱
な
ど
に
セ
ク
タ
ー
ア
ン
テ
ナ
や
オ
ム
ニ
ア

ン
テ
ナ
、
無
線
機
な
ど
を
設
置
し
、
通
信
局

舎
内
に
は
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
な
ど
の
コ
ア
設

備
を
設
置
し
て
、通
信
局
舎
と
基
地
局
間
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
ま
す
。
セ
ク
タ
ー
ア

ン
テ
ナ
の
場
合
、
１
ア
ン
テ
ナ
で
角
度
60
～

90
度
の
指
向
性
を
持
た
せ
、
１
基
地
局
に
１

～
３
セ
ク
タ
ー
（
ア
ン
テ
ナ
）
を
設
置
す
る

こ
と
で
、
広
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。

地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
２
０
０

８
年
度
以
降
、
全
国
各
地
で
順
次
免
許
が
取

得
さ
れ
た
も
の
の
、
２
０
１
２
年
の
電
波
利

用
状
況
調
査
で
は
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
に
つ
い
て

は
約
95
％
の
市
町
村
で
無
線
局
が
開
設
さ
れ

て
お
ら
ず
、
有
償
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
免

許
人
は
約
半
数
と
の
結
果
で
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
４
年
の
無
線
方
式
の
高

度
化
以
降
、
新
規
参
入
や
高
度
化
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、

２
０
１
６
年
５
月
末
時
点
で
、
高
度
化
方
式

に
つ
い
て
は
、
９
事
業
者
（
う
ち
５
事
業
者

は
新
規
参
入
）
に
免
許
が
付
与
さ
れ
、
既
存

Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
方
式
に
つ
い
て
は
、
40
事
業
者

に
免
許
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
１
月
か
ら
総
務
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
電
波
政
策
２
０
２
０
懇
談
会
」
で
は
、
地

域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
周
波
数
の
有
効
利
用
の
観
点
か

ら
制
度
趣
旨
や
有
効
性
の
認
知
度
の
向
上
が

議
論
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
地
域
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
り
、
さ
ら

に
参
入
事
業
者
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。地

域
Ｂ
Ｗ
Ａ
は
、
地
域
に
特
化
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
さ
ら
に

広
帯
域
を
確
保
で
き
る
た
め
、
他
の
キ
ャ
リ

ア
の
無
線
サ
ー
ビ
ス
と
比
較
し
て
、
安
定
し

た
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
ま
た
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
網
は
Ｉ
Ｐ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
既
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存
の
Ｉ
Ｐ
通
信
機
器
は
全
て
Ｂ
Ｗ
Ａ
網
上
で

扱
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
地
域
に
お
け
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利
活
用
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。
そ
の
利
用
範
囲
は
、
通
信
容
量

（
帯
域
）
内
で
あ
れ
ば
制
約
は
な
く
、
ま
た

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
安
全
性
）
を
保
ち
な
が
ら

複
数
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
通

信
網
）
を
一
つ
の
電
波
で
束
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
部
の
地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
事
業
者

は
、
自
治
体
向
け
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
網
と
一

般
公
衆
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
を
同
時

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
シ
ス
テ
ム
は
、

地
域
の
災
害
対
策
・
防
犯
対
策
・
医
療
福
祉
・

教
育
・
観
光
等
の
地
域
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

構
築
す
る
た
め
の
最
適
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■�

安
定
し
た
無
線
通
信
で　
　

広
が
る
応
用
範
囲

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
目
的
は
、
地
域
の
公
共
の

福
祉
の
増
進
で
す
。
そ
こ
で
、
コ
ス
ト
面
や

柔
軟
性
に
優
れ
た
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
活
用
し

て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
る

の
か
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

①
河
川
や
重
要
施
設
で
の
監
視
カ
メ
ラ
サ
ー

ビ
ス
―
―
設
置
の
自
由
度
が
高
く
、
コ
ス

ト
も
低
減

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
数
あ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
も
最
も
期
待
が
持
た
れ
て
い
る
の

が
「
監
視
カ
メ
ラ
」
と
言
え
ま
す
。
従
来
、

監
視
カ
メ
ラ
は
、
固
定
回
線（
有
線
）を
ベ
ー

ス
に
カ
メ
ラ
の
設
置
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

計
、運
用
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ
が
主
流
で
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ

ｉ
を
内
蔵
し
無
線
化
で
き
る
も
の
ま
で
製
品

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
は
、
広
い

帯
域
（
通
信
速
度
）
を
有
し
て
い
る
た
め
、

地
域
内
に
お
い
て
、
河
川
や
沿
岸
部
、
自
治

体
所
有
の
重
要
施
設
な
ど
複
数
個
所
へ
の
設

置
で
も
、
帯
域
不
足
を
心
配
す
る
こ
と
な
く

安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

既
に
、
複
数
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
活
用
し
た
監
視
カ
メ
ラ
サ
ー

ビ
ス
を
導
入
し
て
お
り
、
災
害
時
に
お
け
る

遠
隔
監
視
や
市
民
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
た
映
像
公
開
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

本
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
自
由
度

の
高
い
設
置
場
所
の
選
定
、
導
入
及
び
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

②
災
害
時
の
防
災
・
行
政
情
報
の
提
供

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

従
来
よ
り
有
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

役
場
な
ど
か
ら
住
民
へ
災
害
時
緊
急
放
送
や

行
政
放
送
を
行
な
う
も
の
が
全
国
に
多
数
存

在
し
て
お
り
ま
す
。一
方
、無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
基
礎
と
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
、

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
イ
ン
フ
ラ
と
し
た
正
式
運
用

が
全
国
各
地
で
利
用
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
防
災
情
報
告
知
の
場

合
、
防
災
本
部
に
設
置
さ
れ
た
「
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）」
端
末
と

Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
送
信
機
が
接
続
さ

れ
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
通
じ
て
送
ら
れ
て
き
た

緊
急
情
報
が
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

経
由
し
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
送
ら
れ
る
だ
け
で

な
く
、
自
治
体
に
設
置
さ
れ
た
放
送
設
備
か

ら
は
、緊
急
時
は
も
ち
ろ
ん
、平
常
時
の
行
政

放
送
な
ど
も
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を
利
用
し
た
Ｉ
Ｐ

告
知
放
送
を
行
な
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

愛
媛
県
新
居
浜
市
や
西
条
市
に
お
い
て

は
、
本
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
稼
働
し
て
い

ま
す
が
、
本
シ
ス
テ
ム
の
位
置
付
け
と
し
て

は
、
並
行
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
「
デ
ジ
タ

ル
防
災
行
政
無
線
」
の
補
完
シ
ス
テ
ム
と
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
と
し
て
は
、前
述
の「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
連
携
」、

選
挙
公
報
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
、
緊
急
一
斉
放

送
な
ど
の
「
行
政
放
送
」
を
中
心
と
し
て
い

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
と
比
較
し
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
メ
ニ
ュ
ー
の
自
由
度
が
大
き
い
上

に
、Ｉ
Ｐ
ベ
ー
ス
で
設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、

Ｉ
Ｐ
電
話
シ
ス
テ
ム
や
パ
ト
ラ
イ
ト
、
音
声

自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
実
現
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利
点
に
加
え
、
導
入
コ

ス
ト
及
び
保
守
費
な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
の
低
減
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
基
地
局
ア
ン
テ
ナ
の
エ
リ

ア
カ
バ
ー
範
囲
は
、
見
通
し
に
も
左
右
さ
れ

ま
す
が
半
径
約
２
㎞
と
広
範
囲
を
カ
バ
ー
で

き
ま
す
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
家
庭
向
け

の
デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
：

Fiber T
o T

he H
om

e

）
整
備
が
困
難
な

山
間
部
な
ど
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
地
域

に
お
い
て
は
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
は
点
（
ス
ポ
ッ

ト
）
で
整
備
が
可
能
な
た
め
、
有
線
シ
ス
テ

ム
で
の
整
備
と
比
較
す
る
と
、
コ
ス
ト
、
時

間
、
作
業
面
に
お
い
て
大
き
な
利
点
が
あ
る

と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
サ
ー
ビ

ス
向
け
に
は
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
端

末
だ
け
で
は
な
く
、
固
定
端
末
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
各
家
庭
で
の
固
定
回
線
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
を

活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
の

事
例
と
し
て
は
、
北
海
道
内
農
村
地
区
や
四

国
内
山
間
地
区
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
ス
ポ
ッ

ト
で
の
整
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
提
供
場
所
に
お
け
る
基
幹
回

線
と
し
て

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
普
及
す
る
中
、

全
国
で
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
外
国
人
観
光
客
の

積
極
的
な
誘
致
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で

は
、“
必
須
の
ア
イ
テ
ム
”
と
さ
れ
て
お
り
、

今
後
一
層
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
重
要
性

が
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
災

害
発
生
時
な
ど
に
は
、
安
定
し
た
臨
時
回
線

の
確
保
が
必
要
と
な
る
た
め
、
こ
こ
で
も
Ｗ

ｉ
―

Ｆ
ｉ
が
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
構
築
に
は
、
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
（
基
幹
回
線
）
の
確
保
が
重
要

と
な
り
ま
す
が
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
設
置
の

容
易
性
、
コ
ス
ト
な
ど
の
条
件
を
総
合
的
に

判
断
す
る
と
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
活
用
も
選
択
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肢
の
一
つ
と
言
え
ま

す
。
特
に
、
緊
急
時
に

お
い
て
は
、
短
時
間
で

容
易
に
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
回

線
を
設
置
す
る
の
に
、

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
は
非
常
に

有
効
で
あ
る
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
実
際
、
地

域
Ｂ
Ｗ
Ａ
事
業
者
数
社

は
、
自
治
体
と
の
災
害

協
定
項
目
の
一
つ
に
、

避
難
場
所
へ
の
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
回
線
の
設
置
が
設

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
シ
ス

テ
ム
の
高
度
化
に
よ

り
、
安
定
か
つ
大
容
量

の
通
信
帯
域
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
活
用
の
範
囲
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

⑤
遠
隔
授
業
や
高
齢
者
の
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

教
育
分
野
に
お
い
て
も
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
が

既
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
大
学
構

内
に
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
基
地
局
を
設
置
し
、
学
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
学
内
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
基
幹
回
線
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、遠
隔
授
業
実

施
の
た
め
の
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
電
子
黒
板

の
整
備
な
ど
教
育
施
設
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
、
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
無

線
整
備
と
し
て
の
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
活
用
は
、

有
効
な
手
段
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、
全
国
数
カ
所
に

お
い
て
、
見
守
り
カ
メ
ラ
や
ビ
ー
コ
ン
を
使

用
し
た
子
供
や
お
年
寄
り
の
位
置
情
報
を
把

握
す
る
、
弱
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実

験
及
び
実
用
化
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

■�

地
方
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の　

役
割
と
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
可
能
性

Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of T

hings

＝
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
時
代
到
来
と
言
わ

れ
る
昨
今
、
地
方
に
お
い
て
無
線
通
信
イ
ン

フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。
産
業
分
野
に
お
け
る
Ｉ
ｏ

Ｔ
技
術
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
防
災
、
医
療
・

福
祉
、
教
育
と
い
っ
た
分
野
に
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
技

術
は
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

地
方
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
人

材
不
足
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
対
策
な
ど

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
対
策
や
知
恵
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
農
業
分
野
に
お

い
て
は
、
農
作
物
の
管
理
に
人
の
手
を
介
さ

な
い
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
温
度
管
理
や

成
長
管
理
、
自
動
作
業
な
ど
が
実
現
で
き
れ

ば
、
課
題
の
一
部
分
で
も
解
決
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
同
様
に
す
べ
て
の
分

野
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
で
き
れ
ば
、
地
方

創
生
の
一
助
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
実
現
さ
せ
る
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
は
、
ま
さ
に
国
が
制
度

化
し
た
最
適
な
シ
ス
テ
ム
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
地

域
の
通
信
事
業
者
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
者
を
中
心
と
す
る
地
域
密
着
型
の
通
信
会

社
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
に
合
っ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
も
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
の
役
割
は
、
地
域
に
お
け
る

無
線
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
、
有
効
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
と
し
て
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
記
事
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

地
域
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
推
進
協
議
会
事
務
局
（
一
般
社

団
法
人
電
波
産
業
会
内
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
各
種
お
問
合
せ
）　http://

w
w

w
.chiiki-w

im
ax.jp/

・ 「
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
」
及
び
ロ
ゴ
タ
イ
プ
は
、W

i-Fi 
A

lliance

の
登
録
商
標
ま
た
は
商
標
で
す
。

・ 「
Ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
は
、W

iM
A

X
 Forum

の
登

録
商
標
ま
た
は
商
標
で
す
。

ど
い
・
の
り
ひ
さ

１
９
３
９
年
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。
工
学
博
士（
慶
應
義
塾
大
学
）。
慶
應
義
塾
大
学
教
授
、

中
央
大
学
教
授
を
経
て
現
職
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ワ
イ
ヤ
レ
ス
フ
ォ
ー

ラ
ム
会
長
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
協
会
会

長
、
総
務
省
情
報
通
信
技
術
分
科
会
会
長
な
ど
も
務
め
る
。
元
日
本
学

術
会
議
副
会
長
。『
基
礎
Ｃ
言
語
』（
岩
波
書
店
）『
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
の
機
能
と
構
成
』（
同
）
な
ど
著
書
多
数
。

Ｊアラートや自治体緊急情報をWiMAX通信を利用して瞬時に警報！
企業工場をはじめ広報施設や住宅等へ＜告知受信機＞を設置することで迅速に避難・警戒行動へ対処できます。

WiMAX

住宅

IP告知受信機

防災スピーカー（市内２００箇所）

屋外拡声設備

ア
ン
プ 

蓄
電
池 

ＩＰ
告知
受信
端末 

河川監視用カメラ

IP告知送信機 

市役所

カメラ操作用PC

防災行政無線卓 

ミ
キ
サ モニター

スピーカー

防災行政無線卓

ネットワークレコーダー

Ｊアラート端末

市内企業工場

スピーカー

IP告知受信機

非常放送設備

ＩＰインターカム  

IPインター
カム

資料提供：(株)ハートネットワーク

（図）防災行政無線と連動したWiMAXIP告知放送システム

※編集部注 愛媛県新居浜市の事例（防災行政無線の補完システム）


